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距離減衰式（点線）と観測
波形の ペクト （実線）

周期間相関を独立としたとき
のシミ シ ペクト

周期間相関を考慮したとき
のシミ レ シ ペクト

研究の目的

波形のスペクトル（実線） のシミュレーションスペクトル のシミュレーションスペクトル

将来に発生する地震の地震動強さを予測することは、耐震設計やリスクアセスメントを
実施する上で欠かせないものである。その際に頻繁に用いられる加速度応答スペクトル距
離減衰式は、応答値を周期ごとの平均値と標準偏差で表現しており、一つの周期の応答値離減衰 、応答値 周期 平均値 標準偏差 表現 、 周期 応答値
を利用して構造物の耐震設計や耐震診断を行うなどの利用方法がある。一方、異なる周期
の応答値を用いたり、シミュレーションでスペクトルを発生させる時などは、周期間を独
立もしくは完全相関とみなす。
しかし上図で示したように、周期間を独立としたときのシミュレーションスペクトル

は、観測波形のスペクトルと大きく異なる様相を示す。一方、相関を考慮したシミュレー
ションスペクトルは観測波形のスペクトルと酷似している。本研究は、加速度応答スペク
トルの周期間の相関構造を主成分分析という統計的手法を用いて、物理的に考察したもの
である。
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